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平成22年度社会福祉協議会特別会員会費収入報告平成22年度社会福祉協議会特別会員会費収入報告

平成２２年度行方市社会福祉協議会特別会費実績事業所一覧

〈２口〉 ㈲永作葬祭

〈１口〉 特別養護老人ホーム朝霞荘 斉藤建設㈱ ㈲はしもと

朝倉診療所 斉藤商事㈱ ㈱羽生工務店

阿須間米店 ㈱サポート 羽生スタジオ

㈲旭屋 佐原信用金庫麻生支店 原運輸㈲

麻生印刷 ㈱サンケー電機工業 ピーエスコンクリート㈱茨城工場

特別養護老人ホームあそうの郷 ㈱サントー 平野工業㈲

阿部産業㈱ ㈱さんゆう社印刷 ㈲平山商事

㈲飯河生花本店 島並自動車整備工場 ㈱平山設備工業

井川食品㈱ ㈲白帆観光ハイヤー ㈱弘和茨城工場

㈲石田モータース ㈱常陽銀行麻生支店 フィルド食品㈱

㈱石間流通 ㈱常陽銀行北浦支店 ㈲フジ電気設備

㈱出沼三郎商店 ㈱常陽銀行玉造支店 ㈲フジ道路

㈲出沼石油店 ㈱新市場設備工業 フルウチ㈱

㈲インテリアコバヤシ ㈱末広商店 法水歯科医院

㈱Ａｰ１建築設計事務所 菅谷電業 ㈱堀越交通

㈲オーエムメディア 須田石油 ㈲本戸工業

㈲大蔵 勢司商会 ㈱松沢建設

大場紙器工業㈱ 清宮電気㈱ 松本酒店

㈱大盛電機商会 関商店 松本薬局

㈲オニワ 竿台石油 ㈲マツヤ

㈲小貫自動車 ㈱高塚製作所 丸栄運輸㈲

小沼商事㈱ 高野歯科医院 ㈲マルゴストアー

小沼診療所 高橋建設㈱ マルハ交通㈱

風間タクシー㈲ 高柳自動車 ㈱水飼商店

霞観光㈱ ㈲田中電気工業 ㈲溝口工業

介護老人保健施設かすみがうら 田山観光バス㈱ 水戸信用金庫麻生支店

金塚医院 千ヶ崎歯科医院 ㈱ミノワ

関東穀粉㈱ ㈱千ヶ崎鉄工所 箕輪商店

特別養護老人ホームきたうら ㈱筑波銀行麻生支店 ㈱箕輪リース

㈲北浦園芸 ㈲土子建材 ㈲三松タクシー

㈲北浦工業 ㈱土子コンクリート工業 ㈱三和測量

北浦樹脂工業㈱ ㈱Ｔ＆Ｋ 茂木損害保険事務所

㈲北浦設備 ㈲出久根タクシー ㈲モトキ

㈲北浦タクシー 東陽観光ツーリスト㈱ ㈲柳町観光自動車

北浦肥料㈱ ㈱土蔵屋 ㈱山勝建設

㈱北村コンクリート工業茨城工場 ㈲永峰プレス工業 ゆたか福祉用具貸与事業所

吉藤運送㈱ ㈲なめがたサービス 横田運送㈲

特別養護老人ホーム玉寿荘 なめがた地域総合病院 横田商事㈱

㈱久米工務店 ㈲成田製作所 吉崎モータース

㈱倉川製作所 ㈱成忠 ㈱ライスミル

久力製作所㈱ 成忠テクノス㈱ ㈱陸前織物

㈲啓生バス観光 日清設備㈱玉造営業所 介護老人保健施設リヒトハウス北浦

Ｋマートはまだ ㈲額賀運輸 ㈱レイク

甲谷薬局 根崎工務店㈱ 鹿行シバウラ㈱

小島建業 ㈲根本組 ㈱鹿行畜産

㈲小林自動車 ㈲根本保険事務所

平成22年度社会福祉協議会特別会員会費収入報告平成22年度社会福祉協議会特別会員会費収入報告
　行方市内 138の企業・事業所様のご賛同により、総額 1,390,000 円の特別会費が寄せ
られました。頂いた会費は、各種社会福祉事業に大切に使用させて頂きます。本会事業へ

のご理解、ご協力をありがとうございました。
【平成 23年１月 31日現在の実績、敬称略】



歳末たすけあい事業歳末たすけあい事業

募金総額　４，６３２，８５９ 円

○戸別募金（各世帯からの募金です。） ４，１３０，７４０円

○街頭募金（スーパーの入口等でお願いをする募金です。） １０，６８９円

○学校募金（保育園、幼稚園、小・中学校にお願いをする募金です。） ２４６，０４３円

○職域募金（団体、官公庁等の職場にお願いをする募金です。） ４６，９０８円

○イベント募金（様々なイベント参加者にお願いをする募金です。） ９３，２７８円

○設置募金（企業、団体等の窓口に設置する募金です。） ５９，１０６円

○その他募金（上記のどこにも当てはまらない募金です。） ４６，０９５円

　共同募金運動を実施するにあたり、区長・班長、

保育園・幼稚園・小学校・中学校、ボランティアの

皆さんを始め、多くの方々のご協力により実施する

ことができました。ご協力いただきまして誠にあり

がとうございました。

　皆様からご協力をいただきました募金は、有効に

活用させていただきます。

歳末たすけあい事業

　赤い羽根共同募金より、市内全域において支

援を必要としている方々 ( 高齢者世帯、障害者

世帯等 ) が新しい気持ちで新年を迎えられるよ

う歳末たすけあい事業を実施いたしました。

　事業の取りまとめにおいては、民生委員の皆

さんに、また事業実施においては行方市シル

バー人材センター会員の皆さんにご協力をいた

だきました。厚く御礼申し上げます。

平成平成２２２年度２年度
赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金へご協力ありがとうございましたへご協力ありがとうございました

平成２３年１月３１日現在
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行方市文化祭での募金活動の様子

高齢者世帯で除草作業を行いました



社協だより

4

新
しんかい

貝キクヨさん（行方市浜） ９８歳

いきいき長寿者紹介

　１２月１３日に９８歳の誕生日を迎えた新貝キクヨ

さんのお宅を訪問しました。

　新貝さんは、４男５女の長女として福島県三春町

に生まれ、１５～１６歳の頃から家業の農業を手伝

いながら過ごし、その後結婚とともに東京へ、夫と

３人のお子さんに囲まれながら専業主婦として夫を

支え、７～８年前に息子さんと行方市へ越してきた

そうです。　

　若い頃は「大人たちと同じ量の仕事をやり大変

だった」ことや、ダム建設にともない実家が無くなっ

てしまい「三春にも知り合いが少なくなって寂しい」

と思い出をお話いただきました。息子さんは「毎年、

今年が最後と母が言って、生まれ故郷の三春の桜を見に行っているが、ここ１０年

くらい毎年行っているかな」と笑顔で話をしてくれました。

　最近では、病気や怪我等により日中は自宅でゆっくり過ごされているそうですが、

以前は編み物が好きで色々作ったり、自宅の畑で汗を流されていたそうです。最近

の楽しみは、病気で入院した際にお世話になった先生に会いに行くことで、新貝さ

んは「とてもやさしい先生で、先生がいるから私もがんばれるんだ」と、また息子

さんは「母は先生に恋をしているんだよ、それが元気の秘訣」「字も書けるし、昔

のことも私よりも憶えている」とうれしそうに話をしてくれました。

　元気の秘訣を新貝さんに聞きますと、「がんこでわがままなところ」「人間はいつ

までも恋心をもっていないと」と自分に正直に信念をもって生活しているところが

元気の秘訣だと感じました。

　息子さんとも仲がよく、息子さん運転のキャンピングカー等でよく出掛けていた

そうです。「いつも息子達にはよく見てもらっていて感謝している」「近所の友人な

どが来てくれて嬉しいよ」とお話をいただき、取材中も二人とも笑顔で、今までの

出来事などを語っていただき、笑いが絶えず楽しく取材をさせていただきました。

　私たちが帰る際には、歩行器を使い玄関先まで出て見送っていただき、このよう

な所からも、新貝さんの優しい人柄等を表しているようでした。

　これからもいつまでもお元気に過ごされることをお祈り申し上げます。



南高岡ふれあいサロン
大　原　和　子

　県のボランティアでも活躍されて、音楽関係を含め地域のボランティアでも、幅広く活

動されている友人と様々な場所でのグループの集いを見て体験してきました。そんな２人

で始めたのが「ふれあいサロン」です。地域の集落センターを利用して、地元の皆さんと

気軽に集まって楽しめる場所として平成２１年５月より発足した訳ですが、最初回覧板に

チラシを入れてもらいスタートしたけど、参加者も少なく、「和式のトイレでは膝が痛く

て曲がらないから座れるトイレになればいいな。それなら私も参加できる」など悩みもあ

りましたが、区長さんを始め地元の方々、社会福祉協議会事務局の応援を得て、一つ一つ

解決していきました。

　元気なおばあちゃんが、ご近所さんにお声かけいただいたおかげで、今では大勢になり

賑やかになりました。

　社会福祉協議会 ( 北浦 ) の送迎協力を頂いていますが、自力で健康の為と歩きで来てく

れる方、自転車の方、又乗り合わせで来てくれる方もいます。

　毎月第３土曜日の１０時前後には皆さん笑顔で集まって下さいます。暮れにはささやか

なクリスマス会を開き、ちらし寿司とイチゴとバナナがたっぷり入った手作りケーキを

作って美味しく食べました。お正月は、ビンゴゲームでささやかなプレゼントを分け合い

楽しみました。

　昨年の１月は麻生で活躍されている３人のベテランの方が、お手伝いに来て下さって、

ボール遊び等多種多様な遊び方で皆さん大いに笑って過ごした事を思い出します。

　オレオレ詐欺に誰もが合わないために、地域の人権擁護委員さんによる演技に納得し拍手

をしました。ある時は地域の応援をいただき艶やかな和服姿の素晴らしい踊りに見入りました。

　無料で、資生堂スタッフによるお化粧の仕方の講習会では、皆さんきれいになった顔を

パチリ、カメラにおさめるなどそれもこれも貴重な体験でした。

　春には、小幡地区で長年活動されていた「要サロン　余戸の里」の人達とともに、風土

記の丘の満開の桜見物を実施し、あいにくの雨でしたがバスの中で持参した弁当をゆっく

りと味わいました。秋には「元気

で～さ～びす館」の方々とぶどう

狩りに行き、天気にも恵まれ皆さん

にはとても好評でした。

　開催場所や各必要器材等の手配

など社会福祉協議会事務局の方々

にはたくさんのご協力をいただき

ました。

　このサロンも始まって早２０回と

回を重ねて参りましたが２１回目も

簡単体操から物作りなど変わらず

月１回の集まりを大切にしていき

たいと思っています。
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高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介

元気で～さ～びす館との合同遠足
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若　泉　孝　子　

　この度、舞踊ボランティアの皆様と共に実践発表をさせていただきました私ども朗読ボラ

ンティア四つ葉会は、録音機材を持ち込んで“市報のテープ起こし”という活動の一端を披

露させていただきました。当日は市報のほんの一部の朗読でしたので多くの方々の前にも拘

わらず誤読もなくすんなり事が運び、胸を撫で下ろしましたが、例月の録音ではなかなかそ

うは参りません。目をこすりながら文字を追ったり、頭では読んでいるつもりが口を吐く言

葉は違っているというようなこともしばしばです。月一回の勉強会では滑舌や読本で読む力

を高めるよう努めておりますが“マイクの前で”となると周りは気心知れた仲間だけなのに

発声やアクセントに苦慮したりして悲喜交々、本人はテレ笑い、周りはニヤニヤといった光

景が多々あります。でも、結成以来八年という月日は、遠慮なく指摘し合うなどして切磋琢

磨しながら活動を続けております。会員の多くが市内出身者故か、アクセントはなかなか“標

準”に達する事は出来ませんが、疑問が生じた時はアクセント辞典を引いて学ぶという場面

もあります。これからも読む力をはじめ、種々研讃を積んで、幼稚園や小学校での読みきか

せの活動も続けて参りたいと思っております。

　行方市ボランティア連絡協議会全体研修会が、平成 22年 11月 28日（日）に行方市麻

生公民館にて開催されました。この研修会はボランティアの資質向上及び共通理解と協働

の促進を図ることを目的に行われています。

　行方市ボランティア連絡協議会をはじめ地域でボランティア活動をしている方、一般市

民など１１３名が集いました。

　第１部では、「四つ葉会」「さくら舞踊会」「北浦唄と日本舞踊友の会」による活動発表

が行われ、それぞれの活動状況などを発表されました。

四つ葉会の活動について四つ葉会の活動について

「大切なものはご近所さん」
『行方市ボランティア連絡協議会全体研修会』
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　第２部の講演では、高雲寺ボランティア会　より曹の会代表　米澤智秀（曹洞宗　高雲

寺　副住職）による「ひとと人のつながり」と題した講演の中で、中越地震の際、小千谷

のお寺で活動されたときのお話や、能登半島地震で４０日滞在された際の被災者の方たち

とのふれあい・感じたことなど、実際に災害ボランティア活動をされた立場でのお話に心

が打たれました。

　また、災害時にまず最初にあなたを助けてくれるのは、自衛隊でも警察でもレスキュー

隊でもなく、「ご近所さん」であるという事実や、災害時に課題となることは、日頃から

も課題となっていること。つまり日頃の地域づくりが災害時にもいきるということなどの

話を聞く事が出来ました。

　鹿行ブロックボランティア活動研究集会が、平成２３年１月２２日（土）、行方市

麻生公民館において開かれました。鹿行地区５市のボランティア約 200 名が集まり

「みんなの思いを実現するために」をテーマと題し、活動発表と講演が行われました。

　一部では、フォーラム・ネクスト代表井上忠志氏を講師にお迎えし「活動の原点

はコミュニケーション」を演題として講演をいただきました。

　参加者からは、「初めてお会いした各市の方々とすぐに親しくなれて、参加した甲

斐があった」「今までにない形で講演に

引き込まれ、すぐに時間が経っていた」

「地域でさっそく活用したい」などの感

想が出されました。

　二部の実践発表では、鹿嶋市の「大

同西お元気会」と行方市のボランティ

アグループ「相生会」から日頃の活動

内容の紹介があり大変盛況のうちに終

わり、活動内容を広く発信する場とな

り有意義な集会となりました。

みんなの思いを実現するためにみんなの思いを実現するために
平成２２年度　鹿行ブロックボランティア活動研究集会平成２２年度　鹿行ブロックボランティア活動研究集会

相生会の手話による実践発表
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　要地区老人会で「はつらつ教室をや

らないかな」と、大久保行方市老人ク

ラブ連合会長にすすめられ始めました。

　平成２１年５月に要地区館を会場に

要地区各老人会（４クラブ）から４名

ずつ、総勢１６名が参加し毎週第１、

第３月曜日に３ヶ月間の日程で始まり

ました。終了後は今後もシルバーリハ

ビリ体操を続けていこうと、募集をし

ましたところ、１３名の方の参加がありました。

　続けて行く中で各老人会の会長等から参加したいと申し込みがありました。そこ

で、２回目の募集をかけたところ４０名の申込があり、要地区館だけでは会場が手

狭になったため、稲ヶ谷児童館を会場に１４名で平成２２年４月より開講すること

になりました。

　その中で、私どもの福寿会会員より、ぜひシルバーリハビリ体操に参加したいと

の声があり、地域包括支援センターに相談したところ、平成２２年８月より行戸十ヶ

沢児童館を会場に、「ひばり」という教室名で２７名の参加のもと開講しました。

　開講式には、行方市地域包括支援センター職員の方や行方市シルバーリハビリ体

操士会の方にもお越しいただき、会員

一同喜んで参加しております。

　現在、「ひばり」は毎月第１、第３

金曜日に開催し、毎回シルバーリハビ

リ体操指導士の方の指導のもと楽しく

やっております。

　今後は、豊かな心と生きる喜びを老

人の皆さんと共に元気に過ごしていき

たいと思っております。

シルバーリハビリ体操活動

老人クラブ活動紹介老人クラブ活動紹介
＊＊＊＊＊＊
仲間づくり社会参加の場です仲間づくり社会参加の場です

＊＊＊＊＊＊

福寿会会長　亀　田　信　也

無理をせず、座ったまま体操をしていきます。

紐を使っての手首の運動。手首がやわらかくなったね。
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　ドリームハウスでは、利用者のみなさんとさまざまな内職作業や創作活動を一緒

に行っています。

　今回は、創作活動の中で行われている作業のひとつをご紹介させていただきます。

牛乳パックやシュレッターからでる粉砕した紙を使って椅子を作っています。牛乳

パックは、生活大学をはじめとする団体の皆様やたくさんの個人の皆様からご寄付

をいただいております。椅子を覆う布以外は、材料はすべて再利用をしています。

小さいお子様がお食事をする時の椅子として使ったり、高齢者の方がテレビなどを

見るときなどに使用したりと用途はさまざまです。

　センターでの直接販売もしている他、北浦荘でも販売しています。

ご利用に関してのお問い合わせ等

行方市社会福祉協議会麻生出張所

　☎　０２９９（８０）６６６１

行方市障害者地域活動支援センター
「ドリームハウス」

　〒 311-3832
　行方市麻生 2744-23
　☎　０２９９（７２）００５４

ポケットが２つあります

障害者地域活動支援センター「ドリームハウス」

こちらはお子さまにも大人気！

　障害者の自立と社会参加の場を広げることを目的にしています。

家に閉じ込もりがちな方、私たちと共にたくさんの仲間と楽しく過ごしましょう！

場　　所　：　行方県税事務所隣の道路を少し入ったレンガ調の建物です。

　　　　　　　（旧行方農業共済組合の事務所です。）

内　　容　：　軽作業等を行い日常生活を営む上での必要な諸技能を習得し、自立

　　　　　　　生活の能力を高めていきます。

対 象 者　：　療育手帳又は身体障害者手帳をお持ちの方。

利用時間　：　午前９時３０分～午後３時

送　　迎　：　ご自宅までお迎えにいきます。但し、自己負担があります。

※その他詳細につきましては、お気軽にお問合せください。

なた あなたもも一緒一緒にに過ごしませんか過ごしませんか？
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　行方市社会福祉協議会では、認知症の高齢者や
知的障害または精神障害などにより判断能力が不
十分な方に対して、次のようなサービスを行い、
日常生活を支援しています（在宅に限らず、病院
や施設などへの入院・利用中の方もご利用できま
す）。ご利用を希望される方は、行方市社会福祉
協議会にお問い合わせ下さい。

このようなサービスが受けられます
　福祉サービスの利用援助

　日常的金銭管理サービス

　書類などの預かりサービス

ご利用にあたって
　相談などは無料ですが、福祉サービスの利用援助及び
日常的金銭管理サービスに伴う費用は、１時間当たり
900 円で、書類などの預かりサービスについては１ヶ月
当たり 500円を原則として利用者にご負担していただい
ています（支援に伴う交通費についても、実費負担をし
ていただきます。ただし、生活保護受給者の方については、
利用料・交通費は免除となります）。

援助の流れ

相　談

　最寄りの社会福祉協
議会にご相談下さい。

　専門員が訪問し、
お困りのことなど
を伺います。

訪　問

　ご本人の意向を確認し
ながら、支援計画を立て、
その計画でよろしければ
契約をします。

支援計画策定・契約

　契約に基づいて、生
活支援員が援助を行い
ます。

生活支援員による
サービス開始

「日常生活自立支援事業」「日常生活自立支援事業」

福祉車両貸出事業

　外出困難な障害者や高齢者またはボラ

ンティアへ、車イスごと乗り降りできる

福祉車両の貸出をしております。

１.対 象 者　

　障害者・高齢者及びその家族、

　ボランティア等

２.貸出期間

　2日以内
３.利用料金

　無料（返還時に使用分の燃料補充）

福祉機器等貸出事業

　疾病やけが、障害者及び高齢者の方な

ど一時的に福祉機器が必要となった方に

貸出をしております。

１.対 象 者　　行方市在住で疾病やけが

により一時的に必要な方

２.貸出期間　　原則として 3ヶ月以内
３.利用料金　　無料（貸出期間中の衛生

保守にかかる経費及び修

理費等は負担していただ

きます。）
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　行方市立羽生小学校において、３年生・６年生を対象に福祉体験を行いました。

　体験内容は、車いす体験、アイマスク体験、インスタントシニア体験、手話体験、点字体験、

介護についての学習です。

　手話・点字体験については、ボランティアグループ「ほたる灯」（手話体験）、虹の会（点字体験）

のみなさんの協力により行われました。

　今後も、社会福祉協議会では福祉体験を推進していきますので、体験を希望される場合は、

社会福祉協議会までお問い合せください。

手話体験の様子 点字体験の様子

手話や
点字でこんにち

手話や
点字でこんにちは 　

福祉体
験

学習

　行方市身体障害者福祉協議会に入会し、私たちとともに協力して活動してみませんか？当協議会
は、各種スポーツ大会への参加やグラウンドゴルフ大会、カラオケ大会、ゆうあい訪問、日帰り研
修などを実施して親睦を図っています。興味がある方は、下記までご連絡ください。

◆入会資格
　行方市にお住まいで身体障害者手帳の交付を受けている 18歳
以上の方、並びに 17歳以下の身体障害児をもつ保護者の方。
◆会　　費
　年間　1,000 円

申込み・問い合わせ
　行方市身体障害者福祉協議会事務局
　電話　0299-36-2020　FAX　0299-55-4545

会 員 募 集 !!

点字体験終了後の羽生小児童の感想

★私は、点字をもっともっと覚えて、目の見えない人のためになにかを作ってみたいなと
思いました。
★点字の名刺を家族全員に作ってプレゼントしたらすごくよろこんでくれました。「こん
ど教えてね」と言われたので、皆さんから教わった事をみんなにも教えたいと思います。
★私たちは、目も見えるし耳も聞こえます。でも目の見えない人たちは、点字でないと読
めないので、私たちと比べてとても大変なことがよくわかりました。
★私は、将来点字を使って目の見えない人のために役立ちたいと思いました。また、教え
てください。
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こころのよせあ
い

こころのよせあ
い

委 員 長 城山文男

副委員長 菅澤トヨ

委　　員 宮河　晃

 大久保守

 菅谷京子

 小貫敏子

 大軒光江

 山崎　實

 石橋展子

 小峰宏信

広 報 委 員

一般寄付金
預　託　者　名 金　額（円） 指定先

玉造公民館　パン作り教室 1,000 無指定
よもぎ会　会長　斉藤美代江 11,000 無指定
水府流吟道吾風会　会長　大川吾風 100,000 無指定
歌謡ショー実行委員会
会 長 　 寺 内 泰 夫

129,536 無指定

玉 造 生 活 大 学 32,270 無指定
行 方 市 商 工 会 30,000 無指定
水戸ヤクルト販売 (株 ) 15,468 無指定
あ ゆ み 会 6,250 無指定
全国鯉釣り協会　東日本ブロック会長　坂入一敏 20,000 無指定
行方市立太田小学校ＰＴＡ 5,000 無指定
Ｊ Ａ な め が た 女 性 部 30,000 無指定
横 田 　 貢 20,000 無指定
高 栖 チ カ 27,900 無指定
飯 島 孝 雄 50,000 無指定
ゴスペルを歌う玉造会 25,600 無指定
中 山 正 一 3,000 老人福祉事業
フラワーアレンジ花遊々 10,000 無指定

指定寄付金
預　託　者　名 金　額（円） 指定先

久 米 義 雄 20,000 北浦
沼 田 昭 一 20,000 北浦
米 持 幸 一 20,000 北浦
沼 田 久 子 20,000 北浦
山 崎 　 實 20,000 北浦
内 田 明 野 20,000 北浦
水 野 義 貞 30,000 北浦
宮 内 好 則 10,000 北浦
久 米 　 進 30,000 北浦
根 本 一 男 20,000 北浦
大 久 保 　 明 　 子 10,000 北浦
木 之 内 　 　 　 守 20,000 北浦
岡 里 　 仁 10,000 北浦
髙 野 雅 芳 10,000 北浦
池 田 説 雄 10,000 北浦

　平成 22年 11月１日から平成 23年１月 31日までに善意をおよせいただいた方々を紹介
いたします。皆様からの善意は行方市のさまざまな福祉活動に使わせていただいています。

皆さまからの寄付金　（順不同・敬称略）

　後記を書くため沈思黙考していたら、
若き日の寄港地の風景が浮かんできた。
　静かな公園のベンチに、個々に寂し
げに腰掛けている老人たち。
　近づくと、飢えたように話しかけて
きた。アメリカの老人たちは孤独であっ
た。あれから五十有余年、フト気がつ
くと、日本の老人たちも孤独になって
しまった。老人たちだけでなく、老若
男女・人と人との隙間が大きくなって
しまった。この隙間を、「なんとか、せ

にゃいかん」と社協の職員や、ボラン
ティア等の皆さんは汗を流しています。
あくまでもボランティア等の皆さんは、
自発的に無償で社会事業に参加してい
ます。さらに、市民の皆様、事業所等
から暖かいご援助をいただいておりま
す。この様なバックアップを受け、さ
らに皆さんの要望を取り上げようと私
たちも、アンテナを広げています。遠
慮なく発信してください。「発信無けれ
ば、受信なし。」です。

（城山広報委員）

ヤ
ク
ル
ト

麻
生
更
正
保
護

預　託　者　名 金　額（円） 指定先
山 崎 次 朗 20,000 北浦
窪 谷 　 朗 20,000 北浦
栗 俣 正 一 10,000 北浦
仲 居 弘 行 10,000 北浦
和 田 吉 雄 10,000 北浦
塙 　 公 明 20,000 北浦
小 沢 勝 次 30,000 北浦
宮 内 　 忠 20,000 北浦
郡 司 久 義 10,000 北浦

故人のご冥福をお祈り申し上げます。
善意の預託品
預　託　者　名 預託品 指定先
茨城県退職公務員連盟
行 方 ・ 潮 来 支 部

タオル１２０枚
地域活動支援センター
麻生訪問介護事業

東日本カラオケ振興会 車椅子１台
水戸ヤクルト販売㈱ 血圧計２台
行方市更生保護女性会　麻生支部 シクラメン１鉢
行方市更生保護女性会　北浦支部 シクラメン１鉢
行方市更生保護女性会　玉造支部 シクラメン１鉢

横 瀬 喜 則 古切手

茨城県行方県税事務所 使用済切手

石 間 文 雄 梅干し 北浦地区給食サービス

　ご指定いただいた寄付につきましては、指定の福祉事業に使わせて
いただきます。皆様からの温かいご寄付に心より感謝申し上げます。

吾
風
会

商
工
会
ゴ
ル
フ


